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戦前，自本石炭産業における「朝鮮人労働者移入jの経過
一-1940::手(昭和15年) Ig~筑石炭鉱業会j の資料を中心として
本稿について
日本が朝鮮を支配したことによって，測りしれない苦難を朝鮮の人々
えた。戦時下に侵略体制を一謄強めた日本は，朝鮮から強制的に連行し，日
本で働かせる政策をとった。家族から1!里親に引き離され，異閣で強制的な労
働を強いられた。人間として 号無視したこの政策がいかに多くの悲し
みを朝鮮の人々に与えたか，日本人としては決して忘れてはならないことで
ある。民族の平等と自決の頭理に従った真の友好を願う行動をとるべきであ
ろう。そのためには侵略がもたらした事態の実想を解明してゆくことが欠か
せないであろう。
本構を作成した は，百本の「朝鮮人強制連行J を1iJf究してこ
られた。日本での留学においても，鋭意この問題の解明に努め，資料の収集
と分析を行ってこられた。その成果の…端が本稿である。 し
た分析は，これまで殆んどなかったことから本稿の意義は大きい。「朝鮮人強
制連行Jに関する解明をお炭産業について行い，全隠的動向，地域部就業状
況，就労分野などが検討され，多くのことが明らかにされている。北海道の
炭鉱では朝鮮人労働者が50%以上に及んだところがあり，労{動も坑!々が主で
あったことなどの解明が第一次資料に基づいて仔われている。
「輯鮮人強制連行Jに関する第 a次資料は意識的に煙滅がはかられたともい
われている。佐賀県内の石炭産業の資料収集においても，本稿で使用されて
いる明治鉱業高杵炭鉱以外には，この積の資料は全くみられなかった。稀有
分析した本稿は，この点でもきわめて価舗の大きいもの
がある。
は研究と共に， r強制連行jされ，奥国の地で帰らぬ人となり，日
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本の寺子で無縁仏とされていた方々
によって明らかになった方々に対する
久市の高徳寺で行われた。
にも当られてきた。 ご努力
が今年の 9月7日に多
繰り返してならない事態は，正確な史的解明が必要とされる。この点で本
稿のもつ意義は大きいであろう。
(長野
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I.はじめに
戦前日本は労働力不足に対し，植民地朝鮮から大量の労働力を「集団移入」
して，自本資本主義再生産構造の底辺で低賃金労働力として龍用してきた。
「集出移入jされた朝鮮人労働者は，在炭鉱山をはじめとして，
土建関係，金属鉱山，港湾運輸関係などの各部門で，肉体消耗的労働力とし
て収奪されていた。
この問題については自本においても，戦時下「朝鮮人強制連行問題J
ということで研究されており，強制連行の社会経済的背景，労働収奪の実態
およびその科学的な分析，朝鮮と日本への社会経済的な影響，戦後構f設問題
などに分かれて研究されてきた1)。
しかし戦前日本お炭産業における f輯鮮人労働者移入の経過」については，
あまり研究されていない。なかでも一次資料を基礎にして研究されたことは，
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戦前，臼本石炭産業における If，¥勝手人労働者移入Jの経過
管見のかぎり皆無ではないかと思われる210
したがって，ここでは1940年の 1年間，石炭生産統制の中心団体の「石炭
鉱業聯合会jの地方毘体の一つの「肥筑石炭鉱業会」の関係資料を中心とし
て汽戦前日本石炭産業における「朝鮮人労働者移入の経過」を，その準備過
移入過程，使用過程にわけで検討したい。この研究課題では，当時の石
炭産業の労働力事情との関連で招謹しなければならないが，それは今後の課
題としておきたい。
1 )戦前 f朝鮮人強制連行問題」の「強総連行j というf3~~は， 1962生存，朝鮮大学校
の燦史地潔教育学科からの論文集ではじめて使われてから， 1965年，朴燦裕氏の?朝
鮮人強制連行の記録Jの出版以来ほとんど定般的なこととして使用されてきた。し
かし最近，その概念についていろいろな問題提起がある。「朝鮮人強制連行jという
言葉は，おおよそ次のような窓味で用いられてきた。
「過ぐる中日戦争，太平洋戦争に隈家総動員法に基づいて， 1939年度から笑施され
た国家総動員計街中の労務動員計画によって，芸事築ぽ斡旋，徴用およびその他の
ガ式により，朝鮮人が労働者として，朝鮮から日本本土，機太， i菊プj地域へ強制的
に集団移動されたことんこれについては，金英途 1殺}鮮人強制連行jの概念につ
いてJ，rむくげ通信12U(むくげの会， 1990. 7. 29)， 9 -10J言。
しかし1939年以前i度目した朝鮮人，いわば f既往朝鮮人jをどのように把握する
かということも一つの問題であるが，ここでは「日本本土内で国民徴用令Lこより日
本既伎の朝鮮人が労働者[として強制的に{数別されたことと陸海軍の命令により，軍
~þ遣労働者として朝鮮人が強制約に徴発されたこと J，さらに「問符期朝鮮内で国民
徴用令lこより強制j的に徴用されたことjも含んだ概念として使う。
2 )日本において「務鮮人強制連行jについての研究史を体系約lこ核攻したものは，
管兇の!渡りまだないようである。これまでの単行本，パンフレットや論文のリスト
については，次のものを参考にしてほしい。金炎;透.')t¥irBh:jt一編十川九九O朝鮮人・
中邸入強制連行・強制労働資料集j(神戸学生常々 ニセンタ-U:lJ坂官1，1990)， 1IZ:炎透・
71¥i国雄一編?一九九 ω朝鮮人・中総人強制巡行・強制矧効資料集(神戸学生青年セ
ンタ-w紋告3，1991)。
3 )ここで石炭全廃統制の統制というのも一つの国家統制であるが，あくまでも「自
治統制!Jの性格が強いし， 1942年からのいわば「石炭統制会J1時代の本絡的な「国
家統iljJとは[:){別する必裂があると思う。また 1;日炭鉱業i隊合会jと「イゴ炭統制会j
との法災についても今後の課題としておきたい。これについては，北海道炭機汽船
株式会社 f石炭隠家統治iJJたj(日本経済研究所， 1958)および場久保治?戦略戦後の
石炭問題.1(1昭和凶設株式会社，昭和141手)参照。
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I.本資料について
本稿が基にしている資料は， 県内で，閉山が最も遅かった明治鉱業所
西杵炭鉱の戦前経営資料の一つである 1)。資料の正式名称は「昭和一五年肥筑
a-10， A-a であるヘ
この資料には，特に朝鮮人移入労働者に関するものが含まれているから
きい。つまり戦前の朝鮮人労働者については，資料がほとんど残され
ていないことからすれば，史料的価舗はきわめて大きいと言われている九
この資料には「朝鮮人労働者移入経過調jなどがあり，戦時下朝鮮人強制
-強制労働の開題などを検討する上で欠かせない内容である。のみなら
ず，これらは福銅鉱山監督局管内や賠筑石炭鉱業会，炭鉱業聯合会のこと
なので，佐賀県，九州内に限らず広域的な資料ゆえ，問題の全体像の解明が
一層鮮明になると指摘されている 4)。
したがって小稿では，以kの1940年(昭和15)I把筑石炭鉱業会Jの資料を
中心として，戦前日本石炭産業における「朝鮮人労働者移入」の経過を検討
したい0
1) 1986年佐渡殿石炭史の縦護軍作業の文芸3・文献認王室でi'5杵炭鉱の経営，採鉱，施設，
労働総係資料の喜怒潔が行われて，文芸持数は5，000点以上に達し交議なものもかなり合
まれている。その中で戦前のものは経営関係の石炭行政，庶務資料として29点ぐら
いである。この資料もそのやの一つである(現佐賀大写会経済学部架線)。長野'滋.fi~
内安衛綴『石炭史 佼焚照行j災資料(文:設・文献編) (佐焚県， 1986)。
2) ，卒;資料の分類番号A-a-10，A-a-llは， I佐賀県石炭.aJの「お段E霊祭資料
分実質番号つをそのまま利用した。つまり分類番号のAは絞営資料， a f立石炭行政資
料の意味で，次の数字は資料綴の…i室主番号である。またその資料の中のそれぞれの
資料の場合は，筆者なりにその 2当時の資料の幾耳l!~番号を分類番号の絞後に付けて{史
的した(以下問機)。その他の詳しいことは長野選-Þl'内安衛総，よf!lH~， 176交を
参考。
3 )戦前朝鮮人労働者については，窓識的に資料の燃滅が行われたそうである。この
資料のほとんどには綴秘あるいはマル泌の表示が付げである。長野i箆・長F内号変有fif弱，
上掲fI'):， 18P[o 
4 )それと関巡して，ヌj;;舎の「戦時r}1のお炭産京芸誌を支えた斡悶人労働者jの部分は，
佐賀県における戦がj石炭滋業での朝鮮人労働者の佼i鐙および幼域史の兇i査しの餓郊
でも，火きな;な畿があると忠、われる。長野滋・坪内安有再編， J二潟三~， 18， 154-156 
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l談話，日本万炭産業における f朝鮮人労働者移入jの経過
資。
II. i朝鮮人労働者移入Jの経過
1.移入の準備過根
1938年の国家総動員法に基づいた「朝鮮人労働者移入jが1939年 9月から
はじまったことは周知のとおりである。しかし1940年にいたると次の石炭鉱
業聯合会からの受電訳文からわかるように刊朝鮮総督府は厚生省が許可し
た朝鮮人募集を制限していた。これに対して問聯合会は厚生省を通じて，ま
き返しに成功し，総脅府から削減された募集員数は，更に総督府に対して追
を るように会員炭鉱を督励していた。
昭和ト五年ニ月三ヨ
御中
(労務委員)
朝鮮総督府ニテノ ノ許可セ
間筑石炭鉱業会
ヲ削減シ，
ハー悶限リ打切ルトノコトニ付， ヲ通ジテ総督府ト交渉ノ
果，
二日一杯ノ
ノ員数ノ¥今後ノ、総督府ニ
ヲ /レコトノ ヲ得タ，
ヲ認ムルコト，
ノ含ミニ
当ラレタシ，尚総督時ニテ削減セラレタ/レ募集員数ニ対シテハ改メ
テ総督府ニ対シ追加募集ヲ願出デアリタシ
以ヒ
1939年 7月「朝鮮人労働者移入jがはじまる以前から朝鮮総督時との;吉見
不一致が存在したうえヘその後もこのように続いて「朝鮮人労働者移入Jに
ついての意見不一致があるなかでも， 1940年の「朝鮮人労働者移入jのため
の準舗は進行した。
ここでは，このような状況のなかで進められた「朝鮮人労働者移入jのた
めの準備過程を①「労務委員会の開催の報告事項」およびその他の公文等の
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検討，②「既移入朝鮮人労務者移動状況概要J，I朝鮮人労務者鷺壊と特に困
難を感ずる点j等の参考事項，なかでも大正時代から朝鮮人労務者の移入お
よび使揺を経験した「高島砿業所の報告事項Jの検討，③1940年12月末頃の
f朝鮮人移入に慢する通課J等の検討を通じて確認したい。
会の会議は定期的に行われたが，まず1940年2丹19日の IHt:!筑五
を見ると3)，注自すべきことは報告事項と
「朝鮮人労働者移入経過j，I十五年度朝鮮人移入希
などほとんどが朝鮮人労働者に関するものである。のみなら
を見ても， I農繁期に帰農する見込労務者数j，I朝鮮における
域j，I既移入朝鮮人にして特に気質従踊なる者の出身地と気質組惑なる者の
出身地j，I朝鮮人労務管裂に就き特に困難を感ずる点j，I既移入朝鮮人の稼
働状況概要j等，ほぽ朝鮮人労務者の移入と関連する事項であった。
もちろん以上のことは，1小生近ク半島ニ出張シ朝鮮総督R守及道庁と打合致
シ度ニ就部参考ニ資シ度候jのようにぺ朝鮮各地での募集に当たって
;項として報告されたものというのは言うまでもなし'0
また「石炭山に使用すべき朝鮮人労働者の移住jiこ関しては，次のことが
参考になる九
職発第一 昭和十王年
各地方長官殿
1ニ使用スベキ朝鮮人労働者内地移住二関スル件
朝鮮人労働者ノ内地移生ニ関シテハ客年 (1939年一引用者)七月
二十九日附厚生省発職第六O号， I学生・内務両次官ヨリノ依命通!慌
及客年七月三トー日附職発第五八O号通牒ニ依り
付措置相成居候姑現下五炭増産ノ震要性ト労務給糠澗渇ノ状況ニ鑑
ミヌド月八日閣議ニ胎テ石炭ノ増産ヲ関ル為，昭和十四年度朝鮮人労
働者ノ移住ヲ促進スルト共ニ取敢へズ昭和十五年度労務動員計尚l設
ノ朝鮮人労働者移住ニ関スル暫定措置ヲ講ズベキコトヲ
決定シタル次第モ有之近ク関係庁間ニ於テ右(上一号!府者)
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戦前，尽本主i災波業における「朝鮮人労働名移入jの綬i週
一関ス/レ協議ヲ行ヒ以テ年度頭mニ拾テお(上一引用者)移住ノ
スルガ如キコトナカラシムル予定ニ有之候就テハお炭1ニ
シテ増産百十両遂行上本年 (1940年 号i問者)七月末日迄ニ朝鮮人労
働者ノ移住ヲ必要トスル向ニ対シ直ニ之ガ申請ノ
相成度
追テ石炭山以外ニ使用スベキ朝鮮人労働者ノ移f主ニ付テハ追テ通
探可致為念
以上
以上のように，厚生省職業部長が各地方長官宛の通牒 していた。こ
れまで朝鮮人労働者の移入については， 1939与三7月29日付厚生・内務両次宮
よりの依命通牒と，同年 7月31日付厚生省職業部長よりの通牒により，行わ
れていた。とくに石炭産業については，
人労働者の麗用を求める炭鉱に対して，
をもとに，朝鮮
に協力するよう地方長官に求
めたのである。石炭山以外において使用される朝鮮人労働者[の移入について
も，追加でi車線を発する予定としている。
また， j欠のお炭鉱業聯合会からの電信訳文のように， 1939年度分移入朝鮮
は，期器内に完7できなかったの になった。
リハ四月以後相当期陪延長ヲ認ムルコト
シタ
前述したように朝鮮人労働者移入のため としてへ f既移入鮮人
る点J，その{也の「参
にわたる朝鮮人労務者移入の
労務者稼働状況概要J，
等があるので，それらを通じて
ための準備過程を検討したし円。
まず f既移入朝鮮人労務者稼働状況概要jを検討すると，
かる。つまり
矢岳，住友北松浦，新中型炭鉱の状況が検討で、きる。そ
のなかで ( (表 1)参照)を見る
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〔務 1) おI鉱業所朝鮮人移入労働者の稼動状況
{単位:%，ドJ)
fJ 坑内外 就業本
一人当日イ圏内
!? 金
一人当側月
送 立九L 
1Mi 考
(Bお14年) 坑内 97 十一月中ニ合マル 卜月一十二日ヨリ就
十月 坑外 99 1.15 2.27 業シタルモノニシテ
以;内 94 10.61 11.94 総選手期間中第一ヶ月
トー 月
坑外 100 7.10 11.94 自ハ坑内炎二円、坑
坑!勾 97 10.09 12.31 
外火命円四十銭、
十二月
坑外 12.31 
ケfl[ヨハ坑内犬二月
97 4.80 二十銭、坑外夫一円
(1切fj]15有) 坑 l勾 93 12.22 12.92 !Llイ吟五銭、第三ヶ月
一月 J1c外 95 5.96 12.94 国ハ坑内犬二内五十
坑内 90 
賃金支払日ノ関係上省略ス
銭、坑外夫ー河五十
二月
坑ナiト 銭トス98 
続料:資料A…a~ 10--53より
と， r朝鮮人労働者移入Jが始まった最初の1939年10月から1940年 2月にかけ
て坑内外別就業家，一人当 1ヶ月貯金，送金額，賃金等の状況がわかる。ま
た，最初移入された朝鮮人労働者eは90%を上田する高し た
り 1 ヶ月貯金額は1. 15~12. 22円，送金額は2.27~12.94円であった。移入さ
れた人々の補導(語iI練)期間中の賃金はへ第 1ヶ月目は坑内夫 2円，坑外犬
1内40銭，第2ヶ月日は;坑内犬2円20銭，坑タト犬 l円45銭，第 3ヶ丹自は坑
内犬 2円50銭，坑外犬 l円50銭であった。
-1]，次の「鮮人労務者監理け寺に悶難を感す、る点Jを通じてへその
移入された朝鮮人労働者に対する労務管理の現状を解明しよう。
ノ者大部分ヲ占ムルヲjよl、テ;意芯疎通シ難ク指揮命令又ハ指
上係長ノ意図ヲ徹底セシメ其:の精神ヲ充分理解セシムルコト
ニ|筏難ヲ感ズ
ニ，請疑心強ク又附和宙開性アリ，之ガタメ些細ナルコトニモ激昂シ
然トシテ徒党ヲ組ミ団体ノ威力ニヨリ解決セントスル傾向アルコト
…， -t~1~ ノJιシク負傷病気ノ場合休業永引ク傾向アルコト
[[9，従来内地ニ来リ屑ル鮮人ト感ニ文通シ之等ノ者二誘惑セラレ逃走ス
ル傾向アルコト
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戦前， El本石炭立を言語における「朝鮮人労働者ー 移入Jの経過
墜するに， I朝鮮人移入労働者の監理上特に闘難を感ずるJことは，
問題，労働紛争に当たって集団的な対拡，休業の{頃向，逃走の傾向などであ
った。
これを具体的に見るために，次の各炭鉱別報告事項を検討してみたい山。
悶鉱業所
1， /レタメ ノ疎通ヲ欠グ
2，掴畏性ノ相違ニ依リ内地人ヨリ見
3，大躍的気質ヲ帯ピ動作ノ敏速ヲ欠グ
4，不就学者多キコ人間民性，生活様式ノ相違等ニ依リ理解ニ乏シ
5，僻ミ根性強シ
一，杵島炭鉱
1，内地語ガ出来ヌ者ガ多クテ意忘ノ陳通ヲ計ノレ事ガ剖難ブールコト
2，内地語ノ出来/レ者ガ通訳ヲスルガコレニ当ル者ハ一般内地語ノ通
ゼヌ人カラ自分ノ都合ノヨキコトノミ斥!シテハ持ラヌカト疑ハレ
通訳ヲ居、避スル傾向アリ
3，貯斎心ニ乏シク好ンデ貯畜スル鎮向ナク然モ事業賃ヲ臼分ノ~ー
全部入レタガル傾向アリ
4，附和雷同ノ傾向アリ
5，虚言ヲナス傾向アリ
6，物事ノ理解ニ乏シイ
7，半島ヨリ近親者ノ病気ノ報ニ接スルトブカナカ就業セヌコト
8，賭博ヲ好ム
9，衛生思想、ニ乏シイ
10，旺ンニ文通ヲスルガ従来内地ニ来テイル鮮人トノ文通ノ¥殊ニ多ク
ノヂニテ誘惑セラレ逃走スル傾向アリ
二，福島鉱業所
1，規律館制
2，清潔整頓
3，自
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4， '1青操掬冶
四，矢岳炭麟
1 ，犠牲的減苑泰公ノ精神乏シ
ム理解力乏シ
3，些縮ナ ヒガリニ依リ之ヲ トナリ作業 トシテ出稼セヌ
ト称スル等)ニ及ホサムトスル銅向多シ
4，清潔ノ精神ニ乏シ
住友北松浦磁業部
1，言語不通ノ者大部分ヲ占ムルヲ以テ指捧命令，教育上係員ノ
ヲ徹底セシメ其精神ヲ充分理解セシムルコトニ困難ヲ感ズ
2，指疑心強ク之レガ為メ些細ナル問題ニモ激昂シ卒然トシテ徒党ヲ
3， ，?
??
?????????? ????????
ノ
出旦ミ
_J-ノ¥，
1，内地語ヲ解セザルノ不便ア 1)，大体-陪従JI関ノ質ニシテ特に
ヲジタルモノナシ
以!二で‘分かるように， I朝鮮人移入労働者の管理上特に臨難を感じたjこと
として報告されたのは，言語，集i道行動，休業，逃走だけでなくて道義観念
の欠如，ひがみの棋性，貯蓄手心欠乏，付和雷間， I諜言，賭博，衛生思想、の欠
乏，摘疑心など，全体的に否定的な{期間ばかりである。
また参考事項として次のような各麟からの報告があり，その中には
的ニ家族ノ悶致ヲ計リ永住セシムノレ方針ヲ取ルコト緊要ナリ jというものも
あった 11)。
一，高
ノ通;有↑tトシテ街疑心強ク，故ニ彼等卜ノ約束事項ノ¥
如何ナル障碍ヲ侵シテモ必ズ実行シ，特ニ誠実ヲ以テ接スルコトヲ必
要トス
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戦前， 日本石炭是主:業における「級車下人労働者移入jの経過
ニ，杵島炭鉱
1，従来内地ニ来テ屑ル者二比較シ醇朴且勤労精神旺盛ニシテアマリ
飲j霞ヲセヌ
2，自分ガ一度信ジタラ絶対ニ其ノ人ヲ スMW一
、服従ス
タ
タル係員ノ言フコトナラパ大低ノ
3，有付方法トシテ内地人ノ質ノヨキ
以上トスル事ガ最モ必要
ヲ選拶シ指導料ヲ五十銭
ム最初ノ賃金ヲ高スギザル様ニスル事ガ肝要
二，福島鉱業所
1，最モ警戒ヲ嬰ス可キハ集団紛争ナルモ現在ノ見込トシテハ指導監
督ノ宜敷ヲ得ノf訪止シ得
し積極的ニ家族ノ招致ヲ計リ永住セシムル方針ヲ緊要トス
問，住友北松浦麟業部
‘人当送金額 一人当貯金額
一門分 二九闘五三銭 -0関O五銭
分 ニニ騒O九銭
五，
ノ半島人二依リ
鮮内ニ拾テ鉱山等ニ稼働シタルモノ不可
a度内地二渡航シタルコトアルモノ不可
シタルモノ
もちろんここでこのように積極的に家族の招致をしようと検討したことは，
朝鮮人集団移入労働者の逃亡だけでなく，定着と讃倒的な生産協力が自的で
あったことは習うまでもないであろう。特に新中里炭般の報告事現は，当時
の朝鮮人労働者移入についての炭麟側の立場がわかるので注目すべきである。
つまり，まず f当磁在籍の半島人により考察jして，朝鮮内で鉱山等で稼働
した経験がなし 日本にはじめて渡航した者，従来操業 した者のみ
が移入労働者として望ましかったのである。
また朝鮮人労働者集毘移入の準備過程のなかでも注話されることは，
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大戦の時期から朝鮮人を「大量移入して，使用」の経験があった
からの報告内容であるiへそ 自次は次のようである。
当月号半島労務者ノ
一 昭和十四年度移入産前ノ半島労務者ノ状況
一' 十四年度移入ニ当ッテ考慮セラレタ
[[9，山内生活ニ入リテ後ノ
五，結論
要するに， 7 から朝鮮人労務者の「大量移入Jを試み
て，関争，要求， を体験して朝鮮人労務者ーに対する
知識を得ていた。一方1939年度移入直前の朝鮮人労務者の状況を見ると，当
時約400名の朝鮮人労働者を移入して， r訓練によって日本人労働者に比べる
と留るとも劣る処なしとして，日本人労務者が喜ばない割難館所に従事Jさ
せていた。
また1939年度の移入に当たっての考殿、事項としては，まず
選択Jについて， r半島労務者を使役せる経験ある人材を特に選定」して，現
地において労務者を「募集jし，この場合は， r厳選主義を以て臨めりJ，特
に r:関動性を有するものは絶対に之を排撃jし，また「一度内地渡航の経験
を有するものの内には特に此の領|匂を見受くるが故に之又出来得る娘り敬
しなければならないと報告されていた。また「期待と
る事は明白なる事実なるに拘らず募集従事者に其人を得ざれば取に
のみ拘れ将来の紛議をE度外視するの領向ありJといって， r現地募集に当
たりで誇張せる宣伝を厳禁jしていた。義IJIに当たっては， r~晶き白米食，先
住半島婦人の心を込めた報鮮食，新しきベットJ等をして，いわば若山最初
の印象を強調していた。
他プJ，生活においては， ゆ家族単位に をと行い， より約 1
(無利子)の出資を受けて移入朝鮮人を として共済組合を紐織
し，役員としては次のように，警察署長を会長に を幹部に
会社労務係員を加え，協和会共済総合
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していた。
戦前，日本石炭産業における同期手人労働者移入jの綬過
島炭砿)協和会共済組合
役員
ヨ三エ』
高リ
常務理
J 訓練所寮長
監 Iノ又/し
J Jl 
よ臣悶と 氏口{ 五名
問
に対する る についても強調さ
れている。
1940年12月28日
発の通牒により lヘ朝鮮人労働者4移入問題をめぐる と金両院との
窓見不一致が， 1940年12月 に玉三つでも していたことを確認しておき
?こい〈
半島人移入ニ関スル件
数司来企画院ニテ石炭増産応急対策ニシ
ラレ別紙窓見ノ内定ヲ
移サルルコトトナレリ，}沈テノ
協力ヲナスコトト殺陣シ
右(仁引用
ノ決裁ヲ経タ
ノ寂ヲ汲ミ十分ノ
一関シ，
府林社会課長ノ (1941年 引用者)内地ヘノ供出ノ¥鮮内ノ
ヨリ観テ頗/レ翠ミ存~J 卜ノ;意見ニ対シ， jirl刻院トシテハ「内地
ノ窮迫状態ヨリスレパ来年度モ炭麟労務ノ重要ナル給i館卜シテ
ヲ期待セザルヲ得ズj トノ見解ニテ災為メニハ
87 
本年度 (1940年一引用者)炭隣へノ移入予定員数六0，八00人
_ -J，..J.シヰ;丹 (12月一引用者)十五日現在厚生省移入許可員数ハ三
八四O人，差引約二三， 000人ノ未許可員数アリ，之ニテ
ノ、内地炭髄ノ半島人消化カヲ疑ハレ来年度ノ移入員数二関シ総督
府ト交渉スル襟ニモ支持アルニ付未許可員数ニ対シテハ
ノ子続ヲ取運ブヤウ業者側ノ協力ヲ
トノコトニテ，何レコノ点二関シテハ燃料賂ヨリ鉱山監督局ヲ通ジ
炭磁ニ対シ何分ノ中入アル答ナリ，就テハ半島人労務二関シテハ出
来ルダケ ノ -，γ ズルコトト致産シ
要するに朝鮮人労働者A移入問題については，朝鮮総督府林社会課長の「来
年度内地へノ供出ノ¥鮮内ノ実状ヨリ観テ頗ル望ミ薄Jの意見に対して，企画
としてはJ内地労務ノ窮迫状態ヨリスレパ来年度モ炭概労務ノ重要ナル給
源トシテ半島ヲ期待セザルヲ得ズjという見解で，大きな意見の対立が見ら
れしる。
またこれと関連して，その当持の朝鮮内の労務事'請に対する研究も，これ
からの室長要な課題である。ここで強誠したいのは，金闘院，
督府という日本政府内部の対立安はらみつつ，無理に朝鮮人労働者司移入政策
が進行されていた点である。
1 )資料A-a -10-27より。
2 )これについては， IJJWB行次「戦時下?汚終炭EFlの朝鮮人労働者についてJ(小沢1'1作
編 j近代民衆の記録⑬ー在日朝鮮人l， ~好人物米米社， 1978)。
3 )資料A-a -10…37より。
4 )資料A a…10--37より。ここで小企とは，
ある。
5 )資料A a -10-66より 0
6 )資料A-a-10-73より。
7)資料A a-10-53より。
8 )資料A-a -10--53より。ここで補導WH日!とは，…-fjlIの訓練刻問として， Z2ニ過に
は6ヶJiであったが， r，;';.~]j鉱業月liの場合は 3 ヶ月であった。また補導期間中には，
労働者のが安くて合法的に{t~統合体治1/の紛紛がア、きた，'2.がit l3される。
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9 )資料A-a -10-53より。
10)資料A-a-10-53より。
1)資料A-a -10-53より。
12)資料A-a -11-147より。この資料についてこれまで検認されたものとしては，
管見の|浪り，山日ヨ昭次氏の次の論文しかない。山由昭次「朝鮮人強制連行の際史的
な前提ー筑綬淡白を 1三な事例としてーJ(在日朝鮮人遂動史研究会f:a臼朝鮮人史研
究J第17号， 1987. 9)。この論文は，炭鉱における朝鮮人強制連行の原悶を既存の
「労働力不足jだ'7ではなく，日本人が働きたくないほど低劣な労働条件，それを
朝鮮人にやらせてきたという側街を加味して究明したことにおおきな窓殺があると
思う。特lこ氏は向島鉱業所の報告事項を引用して， f強制連行の吉15たにおいてその典
裂がすでに出来上がっていたjという汲姿な結論を出しておられる。
13)資料A-a -11--213より。これと関連して，その ~ß寺の悩民地朝鮮内の相対的過
剰人i二iの存在をめくる諸議論については，今後の課題におきたい。
2.移入過程
これまでは戦前石炭産業における輯鮮人労働者移入の準備過程について検
したが，ここではその移入の過程を①経過表，②経過諜，③移入希望員数
調，④募集希望地域調，⑤丹別朝鮮人移入員数，⑥移入見込調等の資料を通
じて
まず〔表 2Jの経過表を見ると，これは1940年 3月末現在の杷筑石炭鉱業
会の朝鮮人労務者移入経過表で，当時，福岡，佐賀，長崎地域の肥筑布炭鉱
業会加盟炭鉱の朝鮮人移入状況がわかる。
と追加申請分をあわせて2，890名で，
は2，221:名にのぼ。っている。そのうち逃亡者と送還者はそれぞれ112:g!， 47名
で，逃亡率は約 5%になる。また炭酸別，月別到着員数を見ると，佐費の杵
島炭織が589名
築地道郡名を見ると，
部地方
・ち
している。
3 Jは
も58名で最も多かった。
忠清i有道，農尚南北道，全経南北道等地で南
の朝鮮人労務者移入経過鵠で，これからわ
かるように， 1940年5月にいたると総督府許可員数は3，590名で，
2，827名で、ある。しかし逃亡率はふえて13.3%にいたっている。
ではその当時，日本の状況はどうであったか。今〔表 4Jを通じて百炭鉱
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地域
却片も
絞
日目
r}屯f 
fE 
l湾
戦直Ij，日本石炭長室言語における[朝鮮人労働ニ器移入jの経過
後追加手続中の実数はそ
〔苦笑 5) I石炭鉱業務会会jの
れぞれ8，753名， 9， 125~1 
であった。
f-五年度炭鉱別朝鮮人移入希望員数
(自i'l'Ul5年2R20羽潟， il¥{y:名)
炭砿名 人員数 地域 炭砿名 人員数
新 入 200 タ ?長 800 
捻1 出 150 車見 内 230 
た山El:l 300 空 知 400 
7ヨ 城 200 真谷 l也 120 
級 塚 100 蕊 'デ 200 
IU 野 200 登 ]11 70 
大之 1南 200 j七 美 1貝 400 
大 辻 100 火夕張 500 
す了、 池 150 T主 m 150 
毅 国 100 J事 別 150 
明 治 50 尺 別 75 
:守L 1 150 活i 車見 75 
一行 務自 380 litl; ]11 300 
E王 f行 100 海 3建 号i 200 
七仁上7市 ド畏 300 k歌志内 60 
自母 分 300 新歌志内 40 
隠 尾 100 活再芥江 150 
下山校i 100 赤 王子 150 
大 正 200 奔 lJU 150 
，Iu13 、 限 200 !習 松 50 
三十 3，580 ;m: 日夜 平日 50 
!勝 ElI 100 I夜 路 70 
子育戸崎 50 雨 言包 300 
j件 島 250 f後 ヨミ 200 
大 主義 200 新税内 500 
久 1怒L 450 
現主税内 150 
告首 Eも 250 5，540 
jヒ{公 j詩i 300 治; 4波 900 
タミ 子主 500 入 ILi 500 
新中型 500 ct， I町 50 
る十 2，900 
懇
1，450 
自13 Fて1 300 字自E見ミ見初 350 
大 ，1心A3 1 60 
(ム=1 E設 100 
一品 mら 500 土…品 言十 14，830 
-*松島 50 
HT 1，010 
次に， 1940年産炭礁別
朝鮮人移入希望員数につ
いて検討したい。 1940年
2月初日調「石炭鉱業聯
合会jの資料によると，
昭和15年農民磁別朝鮮人
(表5) 
のようである。
つまり筑最 (20il¥IDの炭
鉱)3，580名，肥筑(9個
の炭鉱)2，900名，
( 5 i闘の炭鉱)1，020 
名，北海道(26側の炭鉱)
5 ， 540~h ';常磐(3 i閣の炭
鉱)1，450名，宇部(l{悶
の炭鉱)350名の各地域別
朝鮮人移入希望者員数は
総計14，830名になってい
る。
A方〔表6)は
の1940年度
月別朝鮮人移入希望員数
の現況である。これは〔表
5 )が，炭鉱別なのに対
し，月
まま科変約A-a --"10-52より ある。これを見でわかる
ように，
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i長 皇言 叩4← ふi ムJ {Ilf {恥 ~[] 守内，
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? ? ? ? ? ? ? 」
〔
" i総
会Jはその加盟炭鉱を中心として，
1940年7月の2，655名， 6丹の2，355
名など 1年間にかけて各地方別
炭鉱業会jから14，830名の朝鮮人労
働者の移入を希望していた。そして
この資料は1940年2月20日のもので，
I年先の希望員数まで把援していた。
これによっても，朝鮮人労働者の移
入が政策的，計画的なことであった
ことがよくわかる。
またここで注自すべきことは，
1940年4月から1941年3丹までの朝
鮮人移入希望員数を月別にみると，
1940年の 6，7月が非常に多く， 1 
丹から 3月までは少ないが，それは
自本の農村の農繁期と農閑期で，そ
の当時の労働力事情と深い関係があ
ったことで、ある。
〔表6Jの全国統計に対し，肥筑石
炭鉱業会の場合は〔表7Jの通りで
ある。これは1940年2月9自現在の
魁筑石炭鉱業会の1940年度朝鮮人労
??????
??〔?
? 「? ?
，?
?
?、
?
???
?
?
???、?
??
??
???
?
?
?
???
? ??? ???
?
?????
〈??????
石炭鉱業会jの場合， 1940年4丹か
ら1941年3月までの 1年間，朝鮮人
労働者移入希望員数は総2，900名で，
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福陣地IRが150名，佐賀地区が900名，長崎地区が1，850名であっt:.o特
地区の場合は，杵島，大鶴，久原炭鉱がそれぞれ250名， 200名， 450名であっ
た。これを月別に見ると， 1月から 3月までは希望移入員数が非常に少ない
が，前述したように，その時賠は日本の農関期で，日本:の農村内の労働力が
きるのが反映されていると思う。
そうすると，このように移入された朝鮮人労働者4はどの地域から来たか。
これについては把筑石炭鉱業会の場合，募集希望地域調，山身地調等の資料
を通じて，その事情がよく分かる。まず〔表 8)は肥筑石炭鉱業会の朝鮮人
労務者今募集希思地域調である。前述したように，移入対象地域はやはり威鏡
南北道，京畿道，忠清南北道，慶尚南北道，全羅i苓北道等，全朝鮮にわたっ
ている。そして指i時の勝間鉱業所の場合，移入対象地域が威鏡南北道になっ
ているが，朝鮮人労働者移入の対象地域が主として南部地方であったことは
言うまでもなし後述するように，その中でも農村，閉会地域がほとんどで
あったことがよく分かる。
またここで注目すべきことは，このような朝鮮人労務者移入希望地域の選
択においては， 9 )のように「既移入朝鮮人の気質従頗な者及び粗悪な者
の出身地識変jが行われたことである。このような調査が行われた理由は，
言うまでもなく朝鮮人労務者移入希望地域の選択において，できるだけ「気
の地域を選択しようとすることであった。そして次の
又は「組悪者jの出身地の|玄別が困難であること，
通不使なLI間僻地から来た者の方が「善良jであった，などとしている。
、一道又ノ¥二道ニ|仮ラレタル為，気質従JI質ナル者又ハ粗悪
ナル者ノ出身地ノ!哀別掴難ナリ，只募集ニ際シ厳選ナル場合又ノ¥回
一シテ交通不便ナル山間僻地ヨリ来ノレ者ノ¥概ネ善良ニシテ，
ザル場合又ノ¥都会地ニ接近シ交通鑓利ナル処ヨリ来ル
者ハ概才、不良ナリト言ヒ得ベシ
に朝鮮人労働者移入見込について見たい。当時の朝鮮人労働者移入の
についての全国の統計はないが，肥筑石炭鉱業会の場合， 1940年4月か
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(3翌日〕 既移入朝鮮人の気質従j綴な者及籾惑な当者の出身地裁
.tj出方別 炭砿1'， 気質従I[買な者の出身地名 気質祖1怒な殺の出身地名
福 !J9io m o況移入ナシ) (奴移入ナシ)
il 凶 ※全羅南北道，主;1奇i有北道 ※皮肉i潟北滋
前j 西戸lIi奇 (既移入ナシ) (既移入ナシ)
佐
杵島 慶尚北道子子校郡 尚北道成1郡，永JlI若1
西約f (既移入ナシ) (既移入ナシ)
火鶴 日浅ク未詳 日浅ク未詳
1ry 
久原I(既移入ナシ) (既移入ナシ)
福島 京畿道芸郎、トi君Ilt絵手掛15 ※慶尚南北道
松浦 (統移入ナシ) (是正移入ナシ)
;長
信 Iご )} } 
矢岳 会緩!将i遊日誌興君IlJ民夫君15 総怒ナル者ナシ
?務 日主
日i受ク米詳 自主翌ク未詳
s'!JlfiHi 
u降
新中盤 組怒ナル者一ナシ 全羅北道弁:色部(逃亡者)
伊王島 (既移入ナシ) (既移入ナシ)
ミ1[14:資料A-a'-]()-53より
ら6月まで3ヶ月分の朝鮮人労働者移入の見込調資料がある。それが〔表10)
である。この資料は九州地域の主要炭鉱の 6個所の1940年 4月から 6月まで
の各炭鉱別移入見込謂である。この資料には，この 3個月間の， 1，320名にの
lまる朝鮮人労働者ゐの見込みについて比較的具体的に されている。この〔表
10)からわかるように， 1940年4月の場合は中下旬， 5月の;場合も中下旬，
6月の場合は全月にかけて，乗船地は，釜山あるいは全羅南道の麗水であっ
た。また下船地はi等多あるいは下関であった九着山までの主な経由地も
されている。例えば福島炭鉱の場合は，京城を出発して釜山で船に乗って博
多で降りて，伊万盟に着いたという事実が分かる。
1 )会の組織のない.tt1l方の炭鉱はJ官隊許議員としてiぼ接単l1'lに加隠していた。掘久保
i1::話九時iH8.lJ， 8 -9 W。
2 )それはいまでも後関ブエリー(関釜フェリー) ~1fで遂行されている。
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戦前，臼本石炭主主主誌における「朝鮮人労働者移入jの経過
〔幾10) IJB筑石炭鉱業会の
昭和15年 4fì~6 月 朝鮮人労働者移入見込潟
炭砿名 月別 移兇込数入|鮒没 乗船士1出下総地 者以IX与の::tな経由地
4月
5fi 
!隣国
6月 100 20B 釜山 博多 コ仁土コr 塚
言十 100 
4月
京霊長本線経由!等護連絡船5月 60 .'ド勾 きを山 博多
高 EB ニ依リ篠架線ニテ1雪山
6 }ヲ 60 中旬 会上 全:Jニ 全仁
計 120 
4月
5月 150 中旬 釜山 下関 門司，博多，鳥憾
科二 島
6月 150 上旬 全土 全上 会上
三十 300 
4月 50 中旬 釜山 博多 京城釜山!場多イjJ万芽i
5月
福島
6月 50 中旬 釜山 博多 m誠一言およトi容タ-{}りj!l
100 
4戸j
宣告水 下!真i門資i鳥椴
5月 200 ド旬 童話水 下関 佐世保 (紛)矢訟
6 P:J 200 下勾 会 i二; 令上 すで i二
5十 400 
4月 80 一下旬 釜山 下関 内向J-fz'i:!投1ft
5月 80 :'eJ二 会上 全J: 令:J:
;jt松浦 、6月 140 ゴ仕上 :t:_仁 :全j二 /むj二
*1- 300 
γ一
4 }ヨ 130 
5月 490 
S- ;)1 
6月 700 
三十 1.320 
齢者1:;-:大級， 久民t， fjド，日時jゴ出奇は移人見込なし。
資料:絞料A_. a -10-87より
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備 :考
割当区域未定ニ付
若山迄ノ経由号事米
iEナリ
五三…仁
ヲ
シタノレモノ 4
12 H 1004'， 4 FJ 
17 H 100手?， lす11ノ
3.使用過恕
以ヒのような輯鮮人労働者移入の準備過程，移入過程につづいて，これか
らはその使用過程について検討してみたい。
ここでは①「九州及び北海道炭酸移入朝鮮人対日本人鉱夫比較J，②
聯合会所属炭麟(朝鮮人集部移入炭顕)における朝鮮人対日本人鉱夫比較J，
③ iA炭鉱における朝鮮人使用数の技術的限度jを中心として，移入朝鮮人
労働者の使用踊程を分析したい。
まず北海道の炭麟移入朝鮮人対日本人鉱夫を比較したしジ}。
この資料は1940年5月14日調になっている石炭鉱業聯合会のもので，北海
道地区の主要炭鉱23ヶ所について調査したものである。朝鮮人鉱夫は1940年
5月まで移入された数が10，513人であり， 1940年 5月6自の現在員数は9，944
人であった2)。
ここで確認することができることは，次のようである。
つまり，U)日本人坑犬数に対する移入朝鮮人数の割合は，三菱大夕張が61.0
%および雄別の場合60.1%だが，全体平均としては26.5%である。②日本人
鉱犬数に対する朝鮮人労働者の現在員数の割合は25.1%である。③日本人坑
内夫数に対する朝鮮人労働者現在員数の割合は34.0%である。ところ
料の備考閥にも書いているが，朝鮮人は全部坑内犬として計算していたから，
会坑内夫のうち朝鮮人の坑内犬が34.0%市めていることがわかる。また①②
じて分かるように，自本人全磁犬に対する朝鮮人労働者の移入員数およ
び現主員数に対する割合は移入員数が26.5%，現在員数が25.1%である。④
結局19405ド5月6日現在北海道地区の全体鉱夫数43，750人中のうち朝鮮人鉱
夫数は9，944人で22.7%を占めていて，その王子均より大きいことを注自しなけ
ればならなし、
これを九州地方を中心にして見るとへそれは二つの特徴に要約され
る。つまり，①日本人全鉱犬数が127，956名に対し，輯鮮人鉱夫数は11，749名
でその割合は9.2%である。②注目すべきことは，九州全体の各探別炭鉱が所
に区分されていることである。 るに，炭鉱労働者についての
は九州地域だけでなく，
ったことカtよくわかる。そしてこのよう
についても向嫌である。
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戦前，日本お炭産業における「朝鮮人労働議移入jの綬滋
〔褒1) 昭和14年度朝鮮・日本金鉱火比絞表
(照不日152ド5月1m;iMl，持i{立:ず'1，%)
A 8 
地方別 昭和 14年度 臼本入金鉱火数 ~ (%) 
紛鮮人移入員数 (長}駒内北楽業ヲ余ク)
お
九州 16，363 183，243 8，9 
北海道 10，513 45，974 22.9 
'常望書 2，341 22，681 10.3 
宇部 1，173 22，506 5.2 
30，390 274，404 11.1 
資料:I史料A-a -1l-126より
〔幾12) 昭和14年度朝鮮人移入炭鉱における比絞炎
(1召平日15年5n 1 7f'LJ~ ， !it{立，名，%)
A B 
;(%) i也ブj3リ 昭和 14年度
集団移入炭砿の日本
入金鉱火数
務鮮人移入数 (長期不就労者ヲ余ク)
九州、i 16，363 116，765 14.0 
北海道 10，513 39，374 26同5
?詰 塁 2，341 11，539 20.3 
学部 1，173 15，474 7.6 
30，390 183，452 16.6 
料。↓A...-a-1l-126より
以上の結果を地域別によく整理しであるのが次の間つの表である。〔表11)
は1939年度の朝・自金鉱夫比較である。これをみてわかるように， 1939年度
の朝鮮人労働者移入員数は30，390名で，その内訳は聯合会関係移入数が
22，240名，アウトサイダーの移入数が8，150名である九これを地域別に見る
と，九リ'1'[16，363名，北海道10，513名，常態2，341♂名，宇部1，173名で，九州地
域が朝鮮人移入労働者全体の50%を上田っていたことがわかる。地方，日
人全鉱夫数は274 ， 404名に対して，移入員数は274 ， 404~ぞ!なので，その割合は
11.1%である。また注目すべきことは，北海道の場合その割合が22.9%であ
った。
〔表12)で1939年度の司本人全鉱夫数に対する輯鮮人移入数の割合は16.6%
である。ここで北梅道と常磐地域はその割合が非常に高くて注目される。(表
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〔褒13) 昭和15年度予定数を移入する場合の全鉱炎比較表
(日汗平日15'r手5R 17 FJ ~ifJJ ， tl¥{u:;名，%)
A B 
I也プ7別 昭和14今ー 皮移入紛鮮 日本人全銀;夫数 A(%) 
人と15年度予計定約移入
(:長期不就業者ヲ余ク)
B 
数との合 数
九州 49，663 183，243 27.1 
;jt託手j道 30.513 45.974 66.4 
常磐 6，841 2，681 30.2 
'j: 郊 4，173 2，506 18，2 
91.190 274，404 33.2 
資料 a-11-126より
〔察14) 昭和15年度予定数を移入する場合の移入炭荷主における比絞
A B 
地方別 昭和14年度移入朝鮮 集団移入炭鉱のお本 ~ (%) 人と15年度予定移入 入金鉱夫数 B 
数との合計員数 (:長期不就業者ヲ余ク)
九州 49，663 116，765 42.5 
北海道 30，513 39，674 76.9 
常豪華 6弔841 1，539 59.3 
~j: fil 4，173 15，474 27.0 
91， 190 183.452 49.7 
」一一
苦言料資料A-a -11-126 
13Jによると， 1939年度の移入輯鮮人と1940年度の朝鮮人移入予定数と
した数は91，190名である。これを日本の全炭鉱の自本人鉱夫数と比較すれ
ば33.2%にあたる。ここでも北海道はその割合が非常に高くて枝問される。
これを朝鮮人移入炭鉱における司本人鉱夫数と比較すれば([表14J)，その訴
は49.7%にのぼる。つまり親鮮人労働者ーの移入を希望した炭鉱では， 1940 
ザー度まで移入される朝鮮人労働者が日本人鉱犬数の半分にのぽることになり，
北海道でその傾向が…一番高く，注自される。
ところがここで強調したいのは，これらの統計には， 1939年度からの集問
移入以前に夜坑していた朝鮮人は日本人鉱犬数に含めていること
ば，朝鮮人移入炭鉱における朝鮮人労働者の割合は実際には日本人鉱犬数の
50%を超えたと考えられる5)。
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〔雪量16) 附和15'1三 5 月 ~7R加盟炭鉱鉱夫機減誠
(1円手L1l5'l'9 FJ14 FI泌， 単{立::i'，) 
年月 FJ 鉱夫数 対前月;詩滅 年月|月末紙数i対前汚糊
昭和 日本人 159，655 (一)3，121 昭和[肌山 I(ー)2，018 
15勾三 初鮮人 20，357 (+) 540 14年
180.012 (寸 2，581 5月 11肌 5161(…) 2，018 
日本人 158，230 (一)1，425 949 
6FJ i 朝鮮人 20，499 (+) 142 6月
178，729 H 1，283 1 161，4651 (十) 949 
日本人 158，400 (ート} 170 
HJI朝鮮人 21.520 (-1) 1，021 7月
1 163，2511付 1.786
179，920 (十)1，191 |肌251I (+)1，786 
料:資料A~a ~1l~18()より
このような朝鮮人労働者移入の結果が端的にわかるのが(表日〕である。
これは1939年 1月から1940年4月までの北海道のA炭鉱における朝鮮人及び
日本人鉱夫の在籍人員調である。これをみてわかるように，この炭鉱では1939
年10月から坑内犬として朝鮮人労働者を95名使用している。ところが朝鮮人
労働者はほとんど坑内夫，特に採炭火が大部分で，全体的にみても戟鮮人労
は全労働者の 3分の 1以上を占めていたことが指摘できる。
また断片的な資料であるが， (表16) をみてもこのような実状がよくわか
る。これは1940年 9 月 14 臼謂の「昭和15年 5 月 ~7 月加盟炭鉱鉱夫増減調j
である。 1939年 7月，朝鮮人労働者集団移入の実施の以前までは朝鮮人労鮪
は一人もいなかった。それから l年後の時時期を比較してみればわかるよ
うに，朝鮮人労働者は増えている。特に注閉すべきことは， 1940年5月から
7月までの間において，日本人月末鉱犬数は減少しているが，そのかわりに
朝鮮人労働者が増加している点である。
これをもっと具体的に見るために， (表17)を検討してみたい。これは1940
5月23日調のお炭聯合会所属炭磁，いわば朝鮮人集団移入炭備における朝
鮮人及び日本人労働者の比較で‘ある。これを通じて九州の筑豊，肥筑をはじ
めとして北海道，常磐，宇部など日本各地の状況が分かる。
1940年度の
名，常磐3，235名，
て朝鮮人労働者は，九州、115，670名，北海道15，258
部593~ろで，合~t34 ，756人であった。日本人坑犬数は
104-
戦前， 日本石炭E主主義における「朝鮮人労働者移入jの経過
〔祭17) 石炭i併合会所長話炭砿(朝鮮人集団移入炭砿)における粉・臼比較
(自百草15"1'5 J'  231ゴ潟， 時lf立::gJ， %) 
朝 長手 人 日本人(長!器不絞~~'iliヲ余く) % 
地方別 A A 現在数 15年度申j奇数 合計(A) 会長1:5た数(日) t)tr^:!5!ミ数(C) fヨ C 
;}1， 
筑22 5，089 3，580 8，669 49，918 36，914 17.4 23.5 
1巴災 2，160 2.400 品.560 11，110 8.196 41.0 55.6 
j主 1，431 1.010 2.441 9，330 7，497 25.3 33.0 
1'1 
8.680 6，990 15.670 70，658 52，517 22.2 29.8 
jヒ泌 j援 9，468 5，790 15，258 38，194 28，193 39.9 54.1 
常; 撃さ 1， 785 1，450 3，235 10，577 8，112 30.6 39.9 
'3" f出 243 550 593 4，079 2，965 14.5 20.0 
必tthj 二十 20，176 14，580 34，756 123，508 91.787 28.1 37.9 
淡料:淡料A-a-1l-126より
123，508人であり， において司本人坑夫数の約28.1%が朝鮮人労働者
であった。河期の全坑夫数は158，264名で，そのうち朝鮮人労働者の割合は
22.0%であった。
前にも述べたように，朝鮮人労働者は大部分坑内犬なので，全員坑内夫だ
とすれば，向期の日本人坑内夫の37.9%，炭鉱全坑内夫の27.5%を占めてい
たことになる。
他方，石炭鉱業聯合会は1940年6丹に歪って，次のような「半島人労働力
一時間スル件jという通牒を発している。
昭和十五;年六月十五自
石炭鉱業聯合会事務所
毎日中
半島人労働力諦査二関スル件
拝啓陳者鉱山監督局長ヨリ管下炭磁ニ対シ今後ニ拾ケル労働力充足
対策ノ参考トシテ
一，各炭!議ニ貯ケル半島人労務者充足ノ最大可能限度並ニ其場合ニ
珍ケル内地人労務者充足ノ最少必要限度
ヲ所定ノ様式ニヨリ アルコトニ /レニ就テハ
-105 
各炭磯ニ方士テ右(上一引用者)報告提出ノ探ハ問時二
ヲ当方ニ御送付アリ度御願ヒ申上グ 勿々
つまり石炭に対して今後の労働力充足対策の参考にするために，各炭磯に
おける朝鮮人労務者充足の最大可能限度及びその場合における自本人労務者
充足の最少必要課度についての報告を指示している。
次にはこれと関連して炭鉱における朝鮮人使投数の技荊的限度について検
したい。〔表18)はA炭礎における朝鮮人使役数の技令官的限度と称する
ある。これは1940年度に作成されたもので，継続して朝鮮人労働者を移入す
ることを仮定して作成した， 1941年， 1942年， 1943年までの予定表である。
これを見て分かるように，朝鮮人労働者は全部坑内夫として予定されてお
り，そのなかで採炭夫と堀進夫は生産の直接部門で，ほかの充騎手犬，運搬夫，
支柱夫，雑犬は間接部門である。坑内直接部門の採炭夫は年次的に， 1940年
度が33.8%，1941年が44.9%，1942年が48.6%，1943年が58.2%で，堀進夫
の場合は年次的に， 1940年が84.6%，1941年が85.8%，1942年が84.8%，1943 
年が86.6%で，最初から80%を上回っている。
るに日々の出炭確保と，低劣な労働条件下での彊筋労働力確保の二つ
の側面から，朝鮮人労働者が各作業分野に割当てられていることがわかる。
計闘出炭量の達成のために，重筋労働部門のうち採炭は主に日本人が中心に
なり，堀進犬は 8割以上が朝鮮人労働者になって，その他危険な部門の充填
夫なども朝鮮人中心に変化していた。
最後に，朝鮮人労務管理の中心間体についての資料， rl協和会寄付金会員別
をみるとへその金額は朝鮮人移入労働者一人当たり l円86銭3庫 3
毛とされている。 1940年9月14日現在，日本全国の炭鉱における瞬鮮人坑夫
は26，834タ?なので，援用する朝鮮人鉱夫の人数に能じて各炭鉱に割り当てて，
計 5万円を寄付させていたことがわかる。
1 )資料A a -11--126より。資料の縫示は紙間の関係j二，割愛した。
2 )移入された数と現:(E員数との主主異， 469名は逃亡及びその他であったとJAわれる。
3 )絞料A-a --11-126より。注1)と同様。また悶資料の í~t海道淡鉱移入半島人
鉱火管絡努察塁手別競jの資料の提示もi弓じ理由で割愛したい。
-106-
〔表
18
)
A
炭
砿
に
お
け
る
朝
鮮
人
使
役
数
の
技
術
的
限
度
(1
別立
:名
，%
，
Ji1j
) 
?
?
?
E見{
{ニ
(11白
布1
15
下
I~
)
昭
和
16
年
度
昭
和
17
i手
j支
昭
和
18
年
波
J潟
要
旦
(
%
)
旦
(
%
)
旦
(
%
)
互
(
%
)
総
数
日
本
人
朝
鮮
人
総
数
民
本
人
事
時
鮮
人
総
数
日
本
人
務
長
下
人
総
数
日
本
人
朝
鮮
人
(A
l 
(
1
3
)
 
A
 
(
A
)
 
C
B
l
 
A
 
CA
) 
C
B
)
 
A
 
(1
¥)
 
C
B
)
 
A
 
採
訪
主
夫
45
5 
34
0 
11
5 
33
.8
 
59
7 
41
2 
18
5 
44
.9
 
68
8 
46
3 
22
5 
48
.6
 
88
3 
55
8 
32
5 
58
.2
 
綴
進
夫
40
1 
21
7 
18
4 
84
.8
 
45
9 
24
7 
21
2 
85
.8
 
48
6 
26
3 
22
3 
84
.8
 
53
0 
28
5 
24
5 
86
.0
 
充
?
良
夫
13
7 
96
 
41
 
42
.7
 
19
3 
12
8 
65
 
50
.8
 
23
7 
14
4 
93
 
64
.6
 
33
0 
18
7 
14
3 
76
.5
 
i 選
綴チ
ミ
20
4 
14
8 
56
 
37
.8
 
20
4 
14
8 
56
 
37
.8
 
20
4 
14
8 
56
 
37
.8
 
20
4 
14
8 
56
 
37
.8
 
支
柱
穴
22
1 
16
3 
58
 
35
.6
 
22
1 
16
3 
58
 
35
.6
 
22
1 
16
3 
58
 
35
.6
 
22
1 
16
3 
58
 
35
.6
 
維
夫
15
9 
11
0 
49
 
44
.5
 
15
9 
11
0 
49
 
44
.5
 
15
9 
11
0 
49
 
44
.5
 
15
9 
11
0 
49
 
44
.5
 
1え
r!Jチミ
2十
1.
57
7 
1，
07
4 
50
3 
46
.8
 
1.
83
3 
1 ，
20
8 
62
5 
51
. 
7
 
1.
99
5 
1.
29
1 
70
4 
54
.5
 
2.
32
7 
1.
45
1 
87
6 
50
.4
 
会
tJt
5た
2.
59
3 
2，
09
0 
50
3 
24
.1
 
2 ，
85
0 
2
，2
25
 
62
5 
28
.1
 
3，
01
1 
2
，3
07
 
70
4 
30
.5
 
3，
34
3 
2 ，
46
7 
87
6 
35
.5
 
i 封
i実
69
0
，00
0 
75
0
，0ω 
85
0
，00
0 
1実人J'L
f…{
幼付
ξ
 
一
1.
6
 
1.
6
 
1.
5
 
人
i定
歩
合
7
5
%
 
7
5
%
 
7
5
%
 
資
料
.
資
料
A
-
a
-
1l
-1
26
より
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ?
?
「
?
?
?
〉
?
?
?
?
?
〉
?
?
?
?
?
?
?
4 )ここでアウトサイダーとは，朝鮮人労働者移入炭鉱のうち，石炭鉱業l隊合会に加
入していない炭鉱である。
5 )これとともに炭鉱における朝鮮人使用員数の限度問題と関巡して，北海道j災被汽
船株式会社の労務部長の前問一氏の次の言及には，その当時の状況がよく説明され
ている。
「過去の経験に徴すれば鮮人使用段数の限度は最高3苦手jを滋ゆべからずといふの
が d般の定説であった……(中路一引用者)……人々が限然として続次移入の鮮人
を受入れている問 lこ，その割合はいつの間にかH，~J となり， 5劉となり，?&だしき
は8割に主主するものさへ現れた。J，前回一?特殊労務者の労務管理 (ILlf毎堂，昭和
卜八年)， 3].:f。
6 )資料A a -11--180より。
IV.むすびにかえて
以上で我々は1940年の 1年間， r肥筑お炭鉱業会jの資料を中心として，戦
前自本石炭産業における f朝鮮人労働者移入の経過jを，その準備過程，移
入過程，使用過程にわけで検討してきた。むすびにかえて，以上てザ検討した
を要約しながら，今後の研究課題を提示したい。
まず1939年7月の「朝鮮人労働者ー移入jが始まる以前から日本内で輯鮮総
督府との意見対立がありながらも， 1940年に歪って「朝鮮人労働者移入jの
ための準備過程が進行していたことを確認した。
続いて移入過程を移入の経過表，経過調，移入希望員数調，募集希望地域
調，月別報鮮人移入員数，移入見込調等の資料を通じて分析した。
次にはその使用過程について分析して，結果的に朝鮮人労働者の移入過程
が政策的，計画的，全国家的に展開されたことを解明した。
このような検討事項の確認とともに，今後の研究課題について恭子言及し
ておきたい。佐賀県三炭史jの資料中，戦後の資料については勿論だが，
現存する戦前「朝鮮人労働者移入」問題の関連資料の分析が引続き必要と忠
う。特に1942年からの「石炭統制会」資料の検討，それと f石炭鉱業聯合会」
との比較分析，その他の公文書等の分析，佐賀県などにおける「朝鮮人労働
者移入jの実態などについて継続的な研究が必要と思われる。
(1991年9月25日成稿)
108-
戦前，日本石炭殻業における「朝鮮人労働者移入jの経過
く付記〉小稿の作成に当たって，長野選，前}I雅夫先生の御指導そはじめ，
な資料の閲覧及び利用を許された長野選，坪内安俸先生にも心から感謝
申し上げたい。(金
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